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《学校教育目標》 

 

未来を拓く人間の育成 

○子供の実態 

○基礎的・基本的な学力が身に付

いておらず，主体的に学ぼうと

する児童生徒が少ない 

 

〇習得した新しい知識や技能を

活用しながら，課題を解決する

ことが難しい児童生徒が多い。 

 

〇生活習慣の乱れや，ストレスに

対して精神的なダメージを受

けやすく，その状態を改善する

力が弱いため，遅刻や不登校の

児童生徒が多い 

 

〇他者の多様な価値観を受け入

れ，自分で考えて公正・公平に

判断することが難しい児童生

徒が多いため，問題行動が多い 

・関係諸法令 

・学習指導要領 

・広島県の教育 

・呉の教育 

 

 《研究主題》 

主体的に聴き，学び合う児童生徒の育成 
～安心・安全な学びの環境づくりを土台として～ 

児童生徒が安心して学び合うことのできる環境を整え，段階的に学びを深める聴き方
を育成すれば，思考を伴う能動的な学びが実現し，学習内容の定着が促され，学力の向
上につながるであろう。 

研   究   仮   説 

授業づくり部会 集団づくり部会 

 

〈テーマ〉 

「学びを深める聴き方」を基盤とした授業づくり 

 

 

【取組内容】 

・学びを深める聴き方の指導 

・生徒指導の４つの視点を生かした授業づくり

（対話的な学びの充実） 

・振り返り活動の充実 

・個に応じた支援方法の充実 

・ＩＣＴの計画的かつ効果的な活用 

 

 

〈テーマ〉 

児童生徒が安心して学校生活を送ることができる

集団づくり 

 

 

【取組内容】 

・学習プログラムの実施（SEL-８S） 

・小中一貫した生徒指導規定や学習規律づくりの

具体化 

・スクールカウンセラー・スクールソーシャルワ

ーカーの活用 

 

呉市の学校教育 

未来を創る 

人材の育成 

～呉に学び， 

自分を磨き， 

未来を創る～ 

研 究 内 容 

昭和北中学校区 

 《育成すべき資質・能力》 

知識・技能  協働的問題解決力  心の回復力 

めざす子ども像 

自ら学び，共に学び合う児童生徒 

・協働して安心できる学校をつくろうとする児童生徒  

・主体的に問題や課題と向き合う児童生徒 


